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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要 旨   

(1) カキ‘会津身不知’は熟期が遅く、収穫直前に早霜の被害を受けることが多かった。  また、収穫や脱渋

作業など労力が集中するため、規模拡大が不可能であった。このた  め植物生長調節剤を用いた熟期促

進技術の確立が必要であった。  

(2) 熟期促進効果のある植物生長調節剤としてエスレル10は実績があり、他のカキの品 種(‘平核無’、‘富

有’)で登録があったが、‘平核無’の登録条件で‘会津身不知’ に試験使用すると、過熟、落果などの薬害

が発生した。  

(3) そこで、エスレル10の樹体散布による熟期促進方法について検討したところ、散布 濃度5ppm以上で熟

期促進効果が認められ（表１）、 10ppm以上で収穫前落果を助長し  た（表２）。また、収穫50日前から10日

前の散布で熟期促進効果が認められ、収穫日  に近い散布ほど果皮亀裂発生が多くなる傾向が認められ

た（表３、表４）。 

(4) 以上の結果より、本剤の20,000倍（5ppm）溶液を収穫30日～50日前に散布すること により、果実品質を

損なわず、熟期を７日程度促進させることが可能となった。 

 

２ 期待される効果 

エスレル10の20,000倍（5ppm）溶液を収穫30～50日前に散布することにより、熟期が ７日程度促進され、

早霜害の回避及び労力分散が可能となり、‘会津身不知’の安定生 産が期待できる。 

 

３ 適用範囲 

‘会津身不知’栽培地 

 

４ 普及上の留意点 

本剤は植物生長調節剤であるので以下の点に注意し使用する。 

(1) 本剤の散布により熟期が促進されるので、適正な収穫基準で収穫し、穫り遅れのな  いように注意す

る。 

(2) 樹勢の弱い樹では果実が軟化しやすいので使用しない。 

(3) 散布時期が遅れると果皮亀裂の発生を助長しやすいので注意する。 

(4) 他の作物にかからないよう注意する。 



 

 


